
教科名 年次 科目名 単位数 使用する教科書 

体育 ５ 年次 体育 ２ 単位 現代高等保健体育（大修館） 

 

科目のねらい 

体育の見方・考え方を働かせ,課題を発見し,合理的,計画的な解決に向けた学習過程を通して,心と体を一体とし

て捉え,生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続するとともに,自己の状況に応じて体力の向上を図るための資

質・能力を育成することを目指す。 

 

(１) 運動の合理的，計画的な実践を通して，運動の楽しさや喜びを深く味わい，生 涯にわたって運動を豊かに継続

することができるようにするため，運動の多様性 や体力の必要性について理解するとともに，それらの技能を

身に付けるようにする。 

(２) 生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断すると

ともに，自己や仲間の考えたことを他者に伝える力を養う。 

(３) 運動における競争や協働の経験を通して，公正に取り組む，互いに協力する， 自己の責任を果たす，参画する，

一人一人の違いを大切にしようとするなどの意欲を育てるとともに，健康・安全を確保して，生涯にわたって

継続して運動に親しむ態度を養う。 

 

目標および評価基準 

Ａ 知識・技能 

以下を A,B,C 段階で評価する。 

１）運動の合理的,計画的な実践を通して,運動の楽しさや喜びを深く味わい,生涯 

にわたって運動を豊かに継続することができるようにするため,運動の多様性や 

体力の必要性について理解するとともに,それらの技能を身に付けるようにする。 

・運動やスポーツの具体的及び汎用的な知識の往還を図り、「技術（技）の名称や行い

方」、「体力の高め方」、「課題解決の方法」、「練習や発表の仕方」などの学習した具体

例を体育理論等と関連させ、運動やスポーツの価値を理解している 

・運動種目等の固有の技能や動き等を獲得し、多様な関わり方の中で運動やスポーツの

特性や魅力に応じた楽しさや喜びを深く味わうことができる 

Ｂ 思考・判断・表現 

以下を A,B,C 段階で評価する。 

１）生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発見し,合理的,計画的な解決 

に向けて思考し判断するとともに, 自己や仲間の考えたことを他者に伝える力を

養う。 

・課題解決の過程を踏まえ、自己や仲間の新たな課題を発見し、他者に配慮しながら、

言葉や動作で即座に表したり、図や文章及びスライド（映像）などを用いて筋道立て

て伝えようとしている 

・運動やスポーツ学習成果を踏まえ、体力や技能の程度、性別等の違いを超えて、仲間

とともに楽しむための調整の仕方を身に付けている 

Ｃ 
主体的に学習に取り

組む態度 

以下を A,B,C 段階で評価する。 

１）運動における競争や協働の経験を通して,公正に取り組む,互いに協力する,自己 

の責任を果たす,参画する,一人一人の違いを大切にしようとするなどの意欲を 

育てるとともに,健康・安全を確保して,生涯にわたって継続して運動に親しむ 

態度を養う。 

・学習に主体的に取り組もうとしている 

・判定や勝敗の結果にかかわらず相手を尊重し、ルールやマナー、フェアプレイの意義 

を踏まえようとしている 

・共に学ぶ仲間の学習を支援しようとしている 

・話合いを通した合意形成に貢献し、誰もがスポーツを楽しめるよう配慮している 

・天候や気温の変化などを予見して危険を回避し、健康・安全を確保しようとしている 



年間計画 

期 学習内容 ねらいと評価の観点 

前期 

Unit1 共通（体つくり運動） 

・時代や場所により考案された多種多様な遊びを探究

「伝承遊び・昔遊びから学ぶ」 

 （新たな遊び作り） 

・新体力テスト 

・体育理論にかかわること 

仲間との交流を踏まえ運動やスポーツの意義や価

値に気付く 

【知識・運動】 

・子供の心身の発達や健康面について、学習した内

容を言ったりレポートに書き出したりしている 

・スポーツの文化的特性や発展について、関連事項

をポートフォリオに具体的に挙げている 

【思考・判断・表現】 

・体力や技能の程度、性別などの違いを超えて、 

仲間とともに誰もが楽しめる「遊び」の作り方

を見付け工夫している 

・グループでの課題解決の過程を踏まえ、自己や

仲間の発見や考えをスライドにまとめ、他者に

わかりやすく発表している 

【主体的に学習に取り組む態度】 

・グループでの探究活動の意義を見出し、主体的に

取り組もうとしている 

・課題に応じた制作計画を見直すなど、互いに助け 

合い高め合おうとしている 

・健康・安全に配慮して活動をしている 

Unit2 種目選択 

１．球技（テニスⅢシングルスの探究） 

２．球技（ソフトボールⅡ打撃を得点につなげるには）  

３．陸上競技（個人種目の探究） 

・体育理論にかかわること 

運動やスポーツを「する、みる、支える、知る」 

【知識・技能】 

・スポーツに関する科学的知識や文化的意義、運動

の特性について学習した具体例を挙げている 

・各運動種目の実技試験を踏まえ、身に付けた技能

や動きの出来映えを確かめ、さらに記録や技に

挑戦することができる 

【思考・判断・表現】 

・グループでの課題解決の過程を踏まえ、自己や仲 

間の新たな課題を発見し、合理的、計画的な解決 

に向けて取り組みを工夫し、提案している 

・運動やスポーツの学習場面において、選択した動 

きの判断などについて自己や仲間の動きを分析

し、良い点や修正点を図や文章、スライド（映像）

及び動作などを用いて指摘している 

・自己（や仲間と）の思考し判断したことを、ポー

トフォリオを活用し、他者に伝わるよう言葉や

文章などにまとめている 

・仲間と協力する場面で、分担した役割に応じた活 

動の仕方を見付けている 

・学習した安全上の留意点を他の練習や競争場面

に当てはめている 

 

 

 

後期 

Unit3 種目選択 

１．球技（バスケットボールⅢ）   

２．球技（フットサルⅠ足を使ったボール操作の探究）  

３．ダンス（エアロビクスから学ぶコーチングの探究） 

・体育理論にかかわること 

Unit4 種目選択 

１．球技（バレーボールⅢゲームを組織する）  

２．球技（バドミントンⅠシングルスの探究）  

３．武道（伝統的な行動様式から学ぶ） 

・体育理論にかかわること 



【主体的に学習に取り組む態度】 

・運動やスポーツ学習の練習や試合、発表などに

粘り強く主体的に取り組もうとしている 

・審判の判定や勝敗の結果にかかわらず相手を尊

重しようとしている 

・仲間やチームに対して、役割を積極的に引き受

けたり、仲間の演技のよさを認めたりしようと

している 

・体力や技能の程度、性別や障害の有無等にかか

わらず、様々な違いを超えてスポーツを楽しむ

ことができるよう配慮している 

・自己の体調の変化への気付きや、用具や場所の

安全に留意するとともに、天候や気温などの周

囲の状況への危機管理をもち行動しようとして

いる 

Unit 外 

１．球技（バドミントン） 

２．球技（バレーボール） 

３．球技（卓球） 

４．球技（バスケットボール） 

５．ニュースポーツ（モルック） 

・体育理論にかかわること 

※各種状況により適切な種目を選択 

 

通年 

体育理論 

１．スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展 

２．運動やスポーツの効果的な学習の仕方 

３．豊かなスポーツライフの設定の仕方 

運動やスポーツ学習の基盤知識を身に付ける 

【知識】 

・スポーツの意義や価値、科学的、効果的なスポ 

ーツの実践、豊かなスポーツライフの設計等に

関わる具体的な知識と汎用的な知識について、

往還を図りながらレポートに論述している 

【思考・判断・表現】 

・スポーツから得られる恩恵とスポーツについ

ての課題の双方から、多角的に思考し、気付

いたことを他者に伝えようとしている 

【主体的に学習に取り組む態度】 

・個人がスポーツ文化を創造する主体となってい

るという自覚をもち、卒業後にも豊かなスポー

ツライフを継続できるように取り組もうとし

ている 

※活動計画と準備、成果物が評価の対象となる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


